
今後取り組み方針 豊岡市への提言

年
間

・医療機関受診に支援
が必要な場合であって
も、家族が高齢化等で
対応できないことが増
えている。

・家族に代わって院内
介助を行う支援サービ
スがない。

・ヘルパーによる「通
院等介助」「通院等乗
降介助」は自宅での受
診準備から医療機関ま
で送るまでの支援にな
る。院内介助を行う場
合、受診等の終了時間
が未確定なため、ヘル
パー事業所としては対
応が困難なことが多
い。
　
・そのため現状はサー
ビス提供事業所の支援
員や相談支援事業所の
相談員が対応せざるを
えないことも少なくな
い。

・医療機関受診にかか
る支援・人材不足の解
消の方策について検討
する。

【相談支援事業所への聞き取り】
日　時：2020年12月16日　9:30～11:00
場　所：豊岡市立野庁舎A会議室
「相談支援グループ」において移動支援や通院等介助に関す
る現状と課題について聞き取りを行った。

【移動支援サービス・ヘルパー事業所への聞き取り】
日　時：2020年12月16日　13:00～15:00
場  所:豊岡市立野庁舎A会議室
移動支援やヘルパー派遣を行っている事業所に対し、移動支
援や通院等介助に関する現状と課題について聞き取りを行っ
た。

＜実情の確認＞
・医療機関の職員による介助の実情がみえな
い。
・通院等介助をヘルパー事業所に依頼しても
  ①人手不足、
  ②院内での支援は時間を要すにも関わら
　　ず場合によって報酬算定できない時間
　　が含まれてしまうこと
  ③支援終了時間が定まらないこと等の理
　　由で断られることも少なくない。ヘル
　　パー事業所からみると対応しづらい
　　サービス。
・利用者の予定ではなく、ヘルパーの予定に合
わせたり、できるだけ受診回数を減らさざるを
得ないこともある。
・利用者は自費サービスを利用せざるを得ない
が、経済的にそれは困難な場合も多い。

＜結果＞
・現在の人材で対応するのは限界。新たな人材
養成とその活用の仕組みがいるのではないか。
・移動支援等の枠組みでできることを再検討す
る必要がある。

・医療機関における院内介助のあり方
について、医療機関に対して聞き取り
を行う。

・サービス提供事業所や相談支援事業
所等が行っている定期受診の院内介助
の状況（人数、回数、時間等）を把握
するために、実態調査を行う。
　
・医療機関の聞き取りと調査の結果を
ふまえ、医療機関受診時における支援
の枠組みを検討していく。

期 現状　と　課題 今年度の方針 部会で取り組んだこと 見えてきたこと

2020年度豊岡市障害者自立支援協議会「せいかつ部会」報告資料

メンバー

 部 会 長：山本　直（基幹相談支援センター　所長）
 副部会長：―
 部 会 員：谷　友紀子（生活支援センターほおずき　施設長）、木村　尚子（一般社団法人暮らしの学校 農楽　代表理事）、
　　　　　 増田　浩平（NPO法人でかけ隊　代表）、梶原　博和（豊岡市社会福祉課）

会　議 １回(11/9)、２回(12/21）、３回(2/12)、第４回（3/5）



１.ｆａｃｅｂｏｏｋを活用し、事業
所に情報発信でき、事業所間が情報共
有できる仕組みをつくる。

⑴ 障害者自立支援協議会の取組みを
共有
　投稿機能を活用して共有する。「い
いね」や「コメント機能」があるた
め、取組みへの意見や評価を獲得しや
すく、事業所も気軽に取り組みやす
い。
⑵ 内職等の情報を共有
　「グループ機能」を活用し、内職等
の情報を掲載する。取り組みたい事業
所がグループに参加し、内職等を共同
受注する。

２.引き続き農林水産課と連携し、農
家と障害福祉サービス事業所が農福連
携に取組みやすい仕組みを整備する。

３.引き続き市と連携して進めてい
く。

４.広報の方法について検討する。

今後取り組み方針 豊岡市への提言

１.就労系障害福祉サービス事業所の
管理者またはサービス管理責任者を集
め、支援に関する新型コロナウイルス
による影響や対応策について情報共有
を行う。

２.農福連携に取り組む就労系障害福
祉サービス事業所と農家を拡大する。

３.市社会福祉課において、実際に短
時間雇用を進める。短時間雇用のモデ
ルケースを市内企業と進める。

４.市広報記事を作成する。

上
半
期

■ 新型コロナウイル
スの影響により、就労
系障害福祉サービス事
業所の受注作業が減少
し、利用者の活動縮小
や工賃減少につながっ
ている。

■ 障害から心身の変
動が大きく、疲労や体
力面での制限あって長
時間安定して働くこと
が難しかったり、特定
の職務であれば果たす
ことができるが、汎用
的な職務をこなすこと
が難しい。

■ 多様な働き方を推
進し、障害者の活躍の
場を創出する。

１.就労系障害福祉サービス事業所の情報共有会の開催につい
て検討を行った。

２.農林水産課に対し、新たに農福連携に取り組む見込みのあ
る農家の抽出と農作業の切出しを依頼した。

３.短時間雇用創出について、神戸市で短時間雇用創出に取り
組む社会福祉法人すいせいとの市の協議内容（スキーム、情
報管理の方法、今後の連携方法等）を情報共有した。

４.農福連携に取り組む農家を取材し、市広報４月号（３月25
日発刊）にて紹介する。
　　取材先：株式会社坪口農事未来研究所（豊岡市三宅）
　　取材日：９月15日(火)

下
半
期

１.就労系障害福祉サービス事業所の情報共有会を開催した。
　　開催日：2020年11月25日（水）13時30分～16時00分
　　場　所：立野庁舎　多目的ホール
　　参加者：19人（就労継続支援Ａ・Ｂ型、
　　　　　　　　　地域活動支援センター、
　　　　　　　　　しごと部会員）
　　目　的：① 障害者自立支援協議会を知ってもらう
　　　　　　② 障害者自立支援協議会に参加してもらう
　　　　　　③ 新型コロナウイルスによる影響の対応を
　　　　　　　検討
　　内　容：① 障害者自立支援協議会とこれまでの取組
　　　　　　② 多様な働き方（短時間雇用・農福連携）
　　　　　　③ グループワーク（新型コロナへの対応・
　　　　　　　今後のしごと部会の取組み）

２.農林水産課と連携し、農福連携の仕組みについて検討を
行った。

３.短時間雇用創出事業
⑴ モデルケースを市内企業と進める。
  → 新型コロナウイルスの影響により遅延、2021年度実施予
定。
⑵ 社会福祉課での短時間雇用
　→ 新型コロナウイルスの影響により遅延、2021年度雇用予
定。

４.市広報４月号（3/25発刊）へ農福連携の取組みを掲載す
る。

１.情報共有会の参加事業所が、障害者自立支援
協議会や取組みに関心はあるが、取組みなどの
情報が事業所に届いていないことがわかった。
また、事業所間で内職などの情報を共有できる
仕組みができないかという意見が多かった。

２.農福連携では、これまでに取組事例が少ない
ことや農作物によって作業内容が大きく異なる
など、賃金の設定が課題であることがわかっ
た。

３.特になし

４.市広報だけではなく、様々なチャネルを活用
して、届けたい情報を届けたい人に効果的に発
信する必要がある。

2020年度豊岡市障害者自立支援協議会「しごと部会」報告資料

メンバー

 部 会 長：宮下　典子（NPO法人セルフサポートいずし 理事長）
 副部会長：西村　弘文（NPO法人サポート歓 理事長）
 部 会 員：佐藤　杏南（豊岡市障害者基幹相談支援センター）、岡森　吉彦（豊岡市社会福祉課 就労支援員）、
           岡本　優嗣（豊岡市社会福祉課）

会　議
１回(7/13)、２回(8/4）、３回(9/1)、４回(10/5)、
５回(11/10)、６回(12/8)

期 現状　と　課題 今年度の方針 部会で取り組んだこと 見えてきたこと



年
間

・事業所間・相談員間
での情報共有や連携が
必要。
・コロナ禍において、
事業所でどのような工
夫をしているか等、児
童に係る事業所間の情
報交換会の機会があっ
たほうが良い

児童に係る事業所間の
情報交換会を実施する

【アンケート実施】
１　コロナ禍における、事業所の感染予防対策
２　ほかの事業所に聞いてみたいこと

【情報交換会】

●事業所等情報交換会
　開催日：2020年12月９日９：30～11：30
　場　所：豊岡市役所立野庁舎多目的ホール
　参　加：相談支援事業所　６名
　児童発達支援・放課後等デイサービス　９名
　行政　３名
　内　容：
　①名刺交換会
　②自立支援協議会・こども部会の取り組み
　③コロナ禍における事業所の感染対策
　④グループワーク　各事業所の取り組み紹介と情報交換会

●情報交換後にアンケートを実施したところ、
以下の意見があった。

・相談員と事業所それぞれの悩みや苦労を理解
することができ、有意義であった。
・事業所を希望していても、相談が一杯で行き
詰っている状況を改善する仕組みが必要であ
る。
・事業所の事務量が多く、煩雑で直接支援の時
間を捻出することが難しいという課題がある。
・教育と福祉の縦割りや連携のしづらさがあ
る。
・お話カフェの協力依頼をしたところ、新規に
４名の希望があった。

・事業所の情報交換会を定期的に開催
する。

今後取り組み方針 豊岡市への提言

子どもの成長や発達に
悩みのある保護者が孤
立しないよう、またそ
の悩みや不安感等を軽
減することができるよ
うな保護者同士のつな
がりの場が必要。

昨年度に続き、保護者
同士の横のつながりを
広め深める場として
「お話カフェ」を開催
する。

【お話カフェ】

●第１回お話カフェの開催
　開催日：2020年9月10日10：00～12：00
　場　所：豊岡市役所立野庁舎多目的ホール
　参加者：16名
　託　児：２人

●第２回お話カフェの開催
　開催日：2020年11月12日10：00～12：00
　場　所：豊岡市役所立野庁舎多目的ホール
　参加者：７名
　託　児：２人

・悩みや不安を抱いておられる保護者の方に
とって、同じような悩みを持つ保護者同士のつ
ながりがとても大切であり、お話カフェのよう
な横のつながりを広め深める場が求められてい
る。

・コロナ禍において、母たちが孤立している現
状や就学・就職に向けて情報が少なく困ってい
る状況が分かった。

・就学に向けた保護者の不安を解消するため、
就学前ハンドブックが必要。

・保護者同士のつながりを広め深める
場として「お話カフェ」を回数を増や
し、継続する。

・就学支援ハンドブックの作成に向け
て、検討が必要である。

2020年度豊岡市障害者自立支援協議会「こども部会」報告資料

メンバー

 部 会 長：福田　寛子（豊岡市健康増進課　おやこ支援室）
 副部会長：稲津　慎也（北但広域療育センター　支援課長）
 部 会 員：時　沙菜（障害者基幹相談支援センター）、島田真弓（出石精和園ぽけっと）、大野　直人（そらまめはうす）、
　　　　　 西村　尚司・辻井　亜紀（ことぶき苑相談支援事業所）、細見　貴誠（豊岡市社会福祉課）

会　議 １回(7/10)、２回(8/7）、３回(1/211)

期 現状　と　課題 今年度の方針 部会で取り組んだこと 見えてきたこと


